
日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に
基づいて活動する非営利の民間海外協力団体 (NGO) です。1981 年にひとりの日本人がインドシナ難民救援に参加し
たことを契機として誕生しました。以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、教育支援、緊急援助、
人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、国際飢餓対策機構連合（Food for the 
Hungry International Federation）の一員として、18 ヶ国 55 の協力団体とともに、アジア、アフリカ、中南米の
開発途上国で、現地パートナーと協力しあって、「こころとからだの飢餓」に応える働きをしています。
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★ご協力を感謝します★皆様に飢餓対策ニュースをお届けするために、毎月、ひばり障害者作業所（八尾市）､生活愛（大阪市など）、
　そして関西一円のボランティアの皆様が発送作業のご協力をして下さっています。ありがとうございます！

　世界には、飢えに苦しみ、貧困と闘いながら暮ら
している人々が何億人と数え切れない。この日本に
も大勢います。毎年３万人以上の人々が自殺してい
ます。霊的、精神的な飢えと貧困のためではないか
と言われています。世界の飢餓や貧困も政治や霊
的、精神的問題も含まれていて、全人的問題として
考えなければならないでしょう。
　主イエス・キリストは、聖
書の中で「人はパンだけで
生きるのではなく、神の口
から出る一つ一つのことばによると書いてある。」
と教えました。
　飢餓救済問題と一口に云いますが、軽々に扱うこ
とはできない程、その原因は多岐複雑です。地理、
文化、宗教、政治、経済、科学、その上、災害も戦争
も大きな原因です。
　しかし、世界にはとてつもない数の人々が、飢え
ていることは現実問題です。１分間のうちに17人の
人が飢えのために今も死んでいるのです。そのうち
12人は幼い子どもです。

　私たちが、何かをしなくてよいでしょうか。私たち
は何もしないでいられるでしょうか。仮に、死んで行
く子どもを自分の腕に抱いているとしたら、私たち
は何をするでしょうか。そんな気持ちで、私はこの手
紙を書いています。
　飢餓は、この上なく緊急事態ですが、また、一方
では恒常的事態でもあります。従って、救済の働き

は絶えず推進していかなけ
ればなりません。そして、広
く、行動していかなければ

なりません。霊的に肉体的に飢えている人々の必要
に応えていくために、充全な福音的働きをしなけれ
ばならないと確信しています。「福音を伝えるだけ
では、それは半分の仕事だ。生活的支援を残してい
ては不充分だ」と語った人がいました。
　日本国際飢餓対策機構は正しく充全な福音的働
きを目指しています。そのため日本全県に「機構賛助
会」を設立中です。当機構の支援、保護推進のために
ご協力くださる方は事務所までご連絡ください。

ＦＨ全国賛助会会長　堀内　顕

飢餓救済へ全人的取り組みを

1分間に17人（うち12人が子ども）・1日に2万 5千人・1年間では約1,000万人が、飢えのために生命を失っています。
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　このほど平成22年日本民間放送
連盟賞“NAB Awards 2010”に
おいて、当機構ハイチ大地震・緊急
支援活動で協力した「パン・アキモ
ト｣(栃木県那須塩原市)の秋元義彦さ
んの奮闘ぶりを取材したTBS｢夢の
扉｣(今年4月全国放映)が、｢特別表彰
部門・青少年向け番組　最優秀」に
輝きました。同番組では、阪神・淡
路大震災での支援活動がきっかけで
世界初の「パンの缶詰」(１〜３年保
存可能)開発までの道程や同製品によ
る食糧支援活動などを紹介。また、
今年３月当機構スタッフと大地震に
見舞われたハイチを訪れ､｢パンの缶

詰」を子ど
もたちに手
渡している
様子も紹介
さ れ て い
ます｡秋元
義 彦 さ ん
は、当機構の「ハンガーゼロ特別大
使」であり、これまでにも世界各地
の大災害被災地に「パンの缶詰」を
届ける食糧支援を続けています。同
社の取り組みに関心のある方は、ウ
エブサイトhttp://www.nasuinfo.
or.jp/FreeSpace/aki_pan/をご覧
下さい。

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

FAX・072-920-2155

ハンガー・ゼロ・サポーター大募集中！
今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□  ハンガー・ゼロ・サポーターとして協力します。
 毎月（　　）口、協力します。（１口 1,000 円）
□  JIFH会員になり毎月定期的に財的協力をします。
　  毎月（　　）口、協力します。（１口 500 円）
□ 「世界里親会」に協力します。
　  説明書、里親会入会申込書を送ってください。
□  海外派遣スタッフを支援します。
 毎月（　　）円（　　　　　）スタッフ指定
□  海外派遣スタッフを支える会の会員になり、 
 協力します。毎月（　　）口（１口 1,000 円）
　 □ 郵便自動引落の申込書を送って下さい。

氏
フリ ガ ナ

名：　　　　　　　　　　　　　　　男・女

住
フリ ガ ナ

所：
〒
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（電話）

	▼申込日：　 	　年	　月	 	日▼
ハンガーゼロ
特別大使
秋元さん取材

▪	世界里親会からのお知らせ
　子どもたちにクリスマス
　カードを送ってください！
　子どもたちは里親の皆様からのクリ
スマスのお便りを楽しみにしています。
ぜひカードをお送りください。
⒈	里子の ID 番号を必ずお書添えく
ださい。
⒉	里親の皆様のお名前にはフリガ
ナを付けてください。
⒊	カードは 11月 15 日㈪までに世
界里親会（大阪）までお送りくださ
い。期日を過ぎますとクリスマスま
でに子どもたちにカードが届かない
場合があります。
⒋	里子宛の現金や品物を送ること
はお控えください（現地では皆様の
ご支援金で里子全員に平等にプレゼ
ントが配られます）。
★お問い合わせ：世界里親会（大阪）

▪ 韓流タレントのチャリティ企画
　当機構は、ハンガーゼロ・チャリティ
イベントとして 12 月２〜 8 日、韓国
のテレビドラマで活躍中のチョ・ミンギ
氏による「チョ・ミンギ写真展」を大阪・
ギャラリー御堂筋で、また韓国人歌手
Sohyang のコンサートを 12 月 4 日、
八尾市・プリズム大ホールにて開催し
ます。問い合わせは大阪事務所まで。

▪ ワトトコンサートに4268人
　9 月 10 〜 15 日まで名古屋、岐阜、
豊橋、浜松で開催されましたウガンダ
の孤児たちによるコンサートには、計
4268 人が来会、大盛況となりまし
た。また学校訪問も行われ、子どもた
ちの希望をもって生きる姿を通して、
素晴らしい交流の輪が広がりました。

報道番組が
最優秀に
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　当機構では、食糧不足に苦しむ
ニジェールの人々のために、協力
団体バルナバス･ファンドを通じ
て食糧の支援を行っています。バ
ルナバス･ファンドは、2005年に
起こった食糧危機の際に、干ばつ
と飢餓に苦しむ孤立した地域のコ
ミュニティーに、食糧支援を行
いました。2010年度は、首都か
ら800キロ離れたマラディやザン
デール、ディッファなどの地域で
食糧を配りました。以下は現地か
らの報告です。

　食糧は卸売り業者から大量に買
いつけ、800㎞以上離れた地域に
トラックで運んで教会の倉庫に搬

入しました。そして、その日の内
に地域の人々が教会に集まって、
それぞれ食糧を受け取りました。
配給の際には、どの家族に最も必
要があるかを知っている教会の牧
師や長老が立ち会いました。
今回は、各家庭に50㎏の米袋とア
ワまたはとうもろこし100㎏の袋
が配給されました。これは典型的
な家庭である６人家族の７～８ヶ
月分の基本的な食糧となります。
プロジェクトの実行チームは、
食糧を受け取った家族の詳細を
記録、写真を添えてバルナバス･
ファンドに報告しました。
　この食糧支援は、現地実行チー
ムの熱意と献身なしには不可能な

ことでした。彼らは、数日かけて
何百㎞も悪路を走って食糧を運
搬、飢える人々にこの食糧を届け
るために時間と労力を捧げたので
す。

ニジェールから感謝の便り
地元の組織を通して食糧支援

食糧援助に感謝して　　　
■ロンポ・タンダン牧師
　全ての村人と教会のメンバーに代
わって、この困難の中にある私たちを
覚えてご支援くださった皆様に、心か
ら感謝申し上げます。このコミュニ
ティーにおいてお米を食べることがで
きるのは、本当に贅沢なことなので
す。皆様の愛の行いによって私たちは
生きながらえることができました。主
の祝福が豊かに皆様の上にありますよ
うに。

当機構は９月16日、
岩橋竜介理事長と清

家弘久をニジェールに派遣しました。ニ
ジェールでは現状調査とともに、現地パー
トナー団体と進めている食糧支援や子ども
のためのプログラムなどを視察しました。
現地調査の報告は、次号でお知らせする予
定です。またハンガーゼロ専用ウエブサイ
ト http://www.jifh.org/hungerzero/　も
ご覧下さい。

ニジェールに
スタッフ派遣

住民への食糧配布の前に祈りの時をもつ

　私が日本国際飢餓対策機構か
ら初めて派遣されたのは、1993	
年ソマリアでした。ソマリア
は、アフリカ大陸の角と呼ばれ
る所に位置し、内戦によって人
口が激減し、赴任した当時既に
無政府状態でした。私の働いて
いた所は、ソマリアの首都モガ
ディシュから南へ350㎞のサコ
という、人口５万人余りの村で
した。赤土の大地に棘

とげ

のある低
木がまばらに生えるサバンナは
荒涼としていて、川の周辺だけ
木々が繁茂し緑豊かでした。

サコに住む人々の暮らしは文
明の利器から程遠く、茅

か や ぶ

葺
きの屋根に細木を組み立てそれ
に赤土を塗った円錐形の家に住
んでいました。人々は目的地ま
で何十キロも歩き、驢

ろ ば

馬が水や
農作物などを運んでいました。
　今回は、サコで出会った少年
をご紹介します。少年の名はア
ブディ、彼は当時11歳、両親
と彼の他に弟と妹たちの７人家
族、最年少の弟は生後３～４ヶ
月でした。

数えるほどの家財道具

　私が初めてアブディに会った
のは、彼の父が重篤のため国連
のヘリコプターで病院へ移送さ
れた時でした。育児に忙しい母
に代わってアブディが父に付き
添ったのでした。数週間後、ア
ブディ親子はサコへ戻りました
が、まもなく父は亡くなりまし
た。
　サコに住む殆どの人たちは貧

しい生活でしたが、アブディの
家庭は更に貧しいものでした。
小さな家屋に、調理用の鍋と２
～３枚の食器、眠る際に使われ
る平たくしたダンボール箱、そ
れが家財道具の全てでした。
　当時私共の事務所では、掃除
や洗濯、調理などをするソマリ

ア人女性が働いていました。彼
女の手伝いにアブディが採用さ
れ、買い物や掃除など使い走り
をしていました。時には彼女に
怒鳴られながら、アブディは涙
することもなく黙って働くので
した。１ヶ月3,000円余りの給与
は、下の弟のミルク代になって
いましたが、給料日は弾けるよ
うな笑顔で帰っていました。

アブディは必ず始業前の７時
前には出勤し、登校するま

で働いてお昼過ぎに事務所へ戻
り、昼食後帰宅していました。
11歳にして初めて小学校へ入学

した彼は、学ぶことが楽しく、
日本の位置を私に尋ねては、
「将来、日本へ行くから・・」
などと話すのでした。

満面の笑顔で

　ある日、アブディは学校で配
給されたビスケット３枚を持っ
て、事務所へ戻ってきました。
このビスケットは、ユニセフが
製造したもので栄養失調の子ど
もたちに用いられ、栄養価が高
く甘味の少ないものでした。ビ
スケットなど口にすることのな
いソマリアの子どもたちにとっ
て、特別な日でした。満面に笑
みを浮かべながら私の所へやっ
て来たアブディは、持っていた
３枚の内の１枚を「緑に…」と
差し出したのでした。

健気に生きる少年アブディ。
私は、アブディのように

逆境にありながら純粋さを失わ
ない少年少女たちに出会ってき
ました。子どもが年齢に応じた
無邪気な時間を過すことが出来
るよう、貧困の撲滅や環境を整
えることは言うまでもありませ
ん。しかしながらそれとは異
なった視点で、彼らの品性は人
に与えられた天来の美のように
思うのです。

… 少 年 ア ブ デ ィ  …
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1993年以来、ソマリ
ア、旧ザイール、アン
ゴラ、エチオピアで緊
急支援に従事。2006年
9月からルワンダのカモ
ニ郡でトラウマ被害者
支援に取り組む。
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これはハンガーマップといって、世界の飢餓状況を、栄養不足人口の割合によって国ごとに５段階で色分けして表わしたものです。
赤色に分類された国々は、飢餓人口の割合が最も高く、全人口の35パーセント以上の人々が栄養不足です。飢餓に苦しむ人々の98％は、
開発途上国に住んでいます。
開発途上国の経済成長 (特にアジア) と食糧価格下落によって、2010年の飢餓人口は9.6%減少し、9億2500万人になると予想されていま
すが、依然として高水準で、アフリカでは３人に１人が栄養不足です。
栄養不足人口が多いのは、アジア･太平洋地域で５億7800万人。栄養不足人口の割合が最も高いのは、サハラ以南地域で2億3900万人。

世界では６秒に１人、子どもが
栄養不足で死んでいます。 詳しくは専用サイトに http://www.jifh.org/hungerzero/

私から始める、世界が変わる



世界里親会

活動地のこども

　世界里親会の里子たちは、里親さんに経済的にまた精神的に
支えていただきながら学校に通っています。しかし、家の仕事
が多くて勉強する時間がない、先生が少なすぎる、学校が遠い
など子どもたちの学習意欲をさまたげる数々の問題があり、卒
業するのは容易ではありません。
　そのような状況にある子どもたちや保護者を、現地スタッフ
はどのように励ましているのか尋ねました。

世界里親会では、貧困と闘う子どもとその家族を支援して下さる里親を求めています。カンボジアとウガンダでは支
援を待つ約100名の子どもがいます。ぜひ里親になってください。里親募集

Q.各国世界里親会に質問
　スタッフの皆さんは、子ども
たちの学習意欲をどのように励
ましていますか？

A.各国世界里親会の回答

ウガンダ

　学校の先生方と常に連絡を取
りあい、勉強につまずいている
子どもたちにはカウンセリング
を行って、どこに問題があるの
か見つけます。その結果を担任
に報告し、特に注意を払っても
らうよう要請します。
　子どもと保護者、先生の連携
プレイで子どもの学習を助ける
ようにしています。

カンボジア

　学んだことをすぐに忘れてし
まう子どもには、スタッフが出
かけて行ってその日に学んだこ
とを復習させます。地域全体の
生活レベルの向上が子どもたち
の学習環境の改善につながると

考え、里子の親たちに対して、
家庭向けの貯蓄プログラムや農
業技術指導も行っています。

バングラデシュ

　個人のための復習プログラム
は特には行っていませんが、定
期的に里子の家庭を訪問して、
きちんと通学するように励まし
ています。

フィリピン

　学校の成績が思わしくない生
徒のために、補習を行っていま
す。また根本的な問題解決のた
めに、保護者を交えてカウンセ
リングをしています。

ボリビア

　特に遠方から通学しなければ
ならない生徒のためには、寄宿
舎を用意しています。この寄宿
舎では、食事の提供はもちろん
のこと、図書室やコンピュー
ター室も備えて子どもたちの勉
強を支えています。

★・・★・・★・・★

　世界里親会の現地スタッフた
ちは、子どもたちが困難を乗り
越えて将来のために全力を尽く
して勉強できるよう、子どもと
保護者を励ますと同時に、彼ら
が愛されていること、また里親
さんも彼らを精一杯支えておら
れることを伝えています。

　次回は、支えてくださってい
る里親さんの思いも分かち合い
たいと願っています。
　里子を持つことで、励まされ
たこと、うれしかったこと、あ
るいはこうして欲しいと思われ
ることなどどんなことでも結構
です。はがき、メールあるいは
電話で是非里親部にお知らせく
ださい。お待ちしています！

カンボジアのスタッフ（中央）と子どもたち

子どもと親への励まし
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　ご家族で外食の際、注文しす
ぎたりお子さんが食べ残したり
して、「もったいない～」と思
いながらもお店を出る、あるい
は同窓会や結婚式、パーティー
などでほとんど食べられずにレ
ストランを後にする、こんな経

験をした人は多いはず。
　そんな時、颯

さっそう

爽とこの『テイ
クアウトボックス』を取り出
し、ササッと組み立てて、余っ
た食べ物を入れてお持ち帰り！
楽しかった出会いを思い出しな
がら、家でゆっくりご馳走を頂
くことができます。

使ってみました
5 5 5 5 5 5 5

「注文し過ぎた時や、持ち寄り
の食事会などで話に夢中になっ
て食べる時間がなくなった時に
使っています。」
「結婚式の披露宴で緊張してし
まい、次から次と出てくる料理
を食べられなかった時、もった

いないから係りの人に頼んで入
れてもらいました。」
またこんな利用法も。
「塾に行く子どもに軽食を入れ
て持たせています。」

アイデア募集します

　このテイクアウトボックスを
使って、食べ物を大切にするこ
とを子どもたちや周りの人に伝
えることができます。同時に、
食べる物も十分にない9億2500
万人（2010年9月FAO発表）
の人々に、思いを馳せて頂けれ
ば幸いです。
　ぜひ使い方のアイデアをご紹
介下さい。繰返して使用できる
このテイクアウトボックスは、
１ヶ900円（送料別途）です。

　日本国際飢餓対策機構のパートナー『株式会社キング

ダムビジネス』のスタッフと愛知事務所で、7ヶ月にわ

たって開催されてきたミーティング。名古屋の学生さん

や主婦の方々も交えて、熱い議論を重ねて出来上がった

のがこの「テイクアウトボックス」です！

お問合せ、お申込みは
㈱キングダムビジネス

〒581-0032
大阪府八尾市弓削町3-74-1
日本国際飢餓対策機構内
ＴＥＬ：072-940-6814　
ＦＡＸ：072-940-6824
Web:http://www.kbwin-win.org/
受付時間：9：30～16：00
　　　　				（休：日曜日）

国際協力カレンダー「地球家族」2011年版
　7ヶ国の民間援助団体の共同制作です。さまざまな困難に
立ち向かいながらも懸命に生きている人々の姿から伝わる感
動を、１人でも多くの方にお届けしたい。その願いから写真
は原作により忠実にワイド感のあるものとなりました。さら
に全体のデザインも一新しました。
日本全国一律1,500円でお届けしています。
カレンダーへの名入れも承っております。

食べ物を大切に

お試しくださいテイクアウトボックス
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